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千葉市 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：アルツハイマー型認知症の診断と治療、君津木更津地区高齢者

疾患セミナー、11月 22日、君津 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：なぜアルツハイマー病薬の開発がうまくいかないのか？：From 

Bench and Clinic、SKETCH研究会、12月 6日、鹿児島 神経・筋疾患、長寿

医療 

 

Ｃ；吉山容正：メマリーの臨床的特徴と使い方、第１５回千葉・開業医の集い、

12月 8日、千葉 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：新規治療薬を含めた AD治療のアルゴリズム、ＡＤカンファレン

ス、1月 31日、市原 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：アルツハイマー病と糖尿病、Funabashi Diabetes and Metabolism 

Seminar、2月 1日、船橋 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：新規治療薬を含めた AD治療のアルゴリズム 東葛 ADカンファ

ランス 2月 8日、柏 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：認知症治療薬の最新の動向と使い分け 千葉県病院薬剤師会「北

部支部研修会」、2月 12日、千葉 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：認知症治療薬の最新の動向と使い分け 認知症治療を考える会、

2月 21日、千葉 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：生活習慣病と認知症 安房地域での認知症診療を考える会、2

月 28日、館山 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：アルツハイマー病の最新の知見、成田認知症セミナー 3月5日、

成田 神経・筋疾患、長寿医療 

 



Ｃ；吉山容正：認知症治療の動向と服薬指導について 薬剤師のための認知症

の勉強会、3月 6日、柏 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：認知症治療の基本～かかりつけ医の為の認知症治療薬の使い方

～、印旛地区認知症セミナー 3月 7日、佐倉 神経・筋疾患、長寿医

療 

 

Ｃ；吉山容正：認知症の薬物治療と早期診断 認知症を考える会 3月13日、

木更津、神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：新規治療薬を含めた AD治療のアルゴリズム 葛南認知症カン

ファランス 3月 19日、浦安 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：新規治療薬を含めた AD治療のアルゴリズム KAZUSA Memary 

Alzheimer's Disease Conference 3月 26日、木更津 神経・筋疾患、長寿

医療 

 

Ｃ；吉山容正：認知症の薬物治療と早期診断 認知症を考える会 3月28日、

木更津 神経・筋疾患、長寿医療 

 

Ｃ；吉山容正：最新の認知症薬物療法について 千葉認知症研究会-第 15回研

究発表会 2012/6/23 千葉 

 

Ｃ；加藤麻美：病院心理臨床(2)チーム医療における心理専門職の役割への模索．

跡見学園女子大学 医療・看護の心理学講義．2012/7/19 東京 神経・筋疾

患、救急・プライマリケア 

 

 

Ｄ．研究助成金獲得状況 

Ｄ；平成 24年度 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

Ｄ；平成 24年度 科学研究費助成事業 若手研究(B)：課題番号 24790901 

 

Ｅ．国立病院機構ネットワーク研究 

Ｅ；「パーキンソン病の精神症状の経時変化に関する検討と QOL向上への提言」 

 

Ｆ．上記以外で掲載希望のもの 



新井公人 

第 100回日本神経病理学会関東地方会 座長 2012年 3月 24日，東京 

第 101回日本神経病理学会関東地方会 座長 2012年 7月 28日，東京 

第 1256回千葉医学会例会 座長 2012年 12月 1日，千葉 

第 102回日本神経病理学会関東地方会 座長 2012年 12月 22日，東京 

 

千葉大学と「神経・筋疾患、長寿医療における電気生理学的検査の有用性に関

する多施設共同観察研究」「筋萎縮性側索硬化症の運動神経軸索におけるイ

オンチャネル発現変化と病態との関連に関する研究」、 

慶応義塾大学と「神経疾患患者からの iPS細胞の樹立とそれを用いた疾患解析

に関する研究」、 

鳥取大学と「パーキンソン症候群の生体試料収集とその収集・保存体制整備に

関する研究」、 

信州大学と「剖検脳標本を用いた神経軸索スフェロイドを伴うびまん性白質脳

症の病態解明」、 

了徳寺大学と「精神ストレス下の筋血管調節の研究」 

 

吉山容正 

J-ADNI研究 



千葉日報 3月 9日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


